
 

 

 

 

 

日 時：平成 27 年８月４日（火） 

   19 時 00 分～ 

場 所：社会福祉センター 

 テーマ：安心な住環境 

◆茶話会のルール◆ 

・だれもが自由な発言をしましょう。 

・みんなで知恵とアイデア、意見を出し合いましょう。 

・みんなの意見に耳を傾けましょう。 

・他の人の意見を最初から否定しないようにしましょう。 
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話題提供：「まち・ひと・しごと戦略茶話会」にあたって 

 

１．将来人口の推計 

 2008 年に始まった我が国の人口減少は、今後加速度的に進んでいく見込みです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 人口減少社会は、湖南市においても例外でなく、2006 年３月の人口をピークに減

少傾向にあります。今後も減少傾向は進み、2060 年の総人口は 34,442 人となり、

2010 年の 63％にまで減少する見込みです。 

        湖南市の将来人口推計 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

               「日本の将来推計人口」国立社会保障・人口問題研究所より 
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２．人口の変化が地域の将来に与える影響 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                   

３．目指すべき将来の方向 

１）現状と課題 

人口動態：出生・死亡、転入・転出の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■暮らしへの影響 

  ・地域コミュニティの希薄化・弱体化により、集落機能の低下や集落の維持が困難 

  ・利用者の減少により、バス路線の廃止や商店の閉店など日常生活に支障 

  ・管理が不十分な空き家の増加により、景観の悪化や災害時に支障 

  ・高齢者が増えることにより医療・介護従事者が不足 

  ・地域の祭りなど伝統行事等の担い手がいなくなり、地域文化の伝承が困難 

  ・子ども・若者世代の減少により、学校の統廃合や地域の活力が低下 

■地域経済に与える影響 

  ・消費が減少し、経済活力が減少 

  ・生産年齢人口（労働人口）が減少することにより、労働力が不足 

■行政に与える影響 

  ・税収が減少し、公共施設の維持や生活を支える社会資本の維持が困難 

  ・高齢者の増加により、社会保障費が増大 

■その他の影響 

  ・担い手不足により、耕作放棄地の増加や森林の荒廃が進む 
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性別・年齢階級別の人口移動の状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■湖南市の人口減少における課題 

・出生数が横ばい（先細り）   ・死亡数が増加傾向 

・転出超過が続いている。    ・若い世代の人口減少（転出） 

 ・特に若い女性の人口減少 
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２）人口の将来展望 

政策効果による合計特殊出生率の上昇・総人口の上昇 
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４．将来人口の展望 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■湖南市の将来人口の展望 

○人口の減少を現在の総人口の約 10％減少で食い止める。 

○2060 年の 15 歳未満人口の割合は、2010 年の水準を上回る。 

 ○高齢化率は 30％までに食い止める。 

・合計特殊出生率は 2030 年までに 1.8、20４0 年までに 2.07（人口置換水準） 

 ・これまでの趨勢から見込まれる人口流出を、今後 10 年間で抑え、毎年 150 人

の転入増加 
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５．湖南市版まち・ひと・しごと創生総合戦略 

 １）総合計画の重点プランとしての位置づけ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ２）３つの重点プラン 

   「湖南市版まち・ひと・しごと創生総合戦略」では、３つの重点プラン「働く場

の創出」、「ひとへの投資」、「まちづくり」とし、これを実現することで、人口減少

への歯止め、若々しいまちの実現することを目指します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

人口減少への歯止め、若々しいまちの実現 

まちづくり 

○時代に合ったまちづくり 

○安心して暮らせる住環境整備 

働く場の創出 
 

○安定した雇用を創出す

る 

 

ひとへの投資 
○新しいひとの流れをつ

くる 

○若い世代の結婚・出

産・子育ての希望をか

なえる 

「まち・ひと・しごと

創生」と同じ考え方 

 

地方において、「し

ごと」が「ひと」を呼

び、「ひと」が「しご

と」を呼び込む「好循

環」を確立すること

で、地方の新たな人の

流れを生み出すとと

もに、その「好循環」

を支える「まち」に活

力を取り戻すことに

取り組む。 
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３）施策実施から人口増加につなげるイメージ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

人

口

減

少 

現状分析 
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ばい（先

細り） 

死亡数が

増加傾向 

 

転出超過 

若い世代

の人口減
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特に若い

女性の人

口減少 

 
 

②「企業誘致」 

「起業」施策 

①雇用の確保 

（産業振興を

ともなう） 

③「結婚支援」施策  「出産支援」施策   「子育て支援」施策 

所得の安定 
有配偶率 

向上 

転入者 

増加 

転出者 

減少 

出生率 

向上 

女性人口 

増加 

出生数 

増加 

人

口

増

加 

自 

然 

増 

社 

会 

増 

＋ 

× 

＋ 

 

⑤「安心な住環境」施策 

⑥「地域循環社会（時代に

合ったまちづくり）の形

成」施策 

④「移住・定住」施策 

※茶話会では、①～⑥までのテーマで意見交換をおこない、具体的な施策を検討します。 

 みなさんが考える湖南市（まち）の特色（強みと弱み）を生かした施策の提案をお願いします。 



まち・ひと・しごと戦略茶話会 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 人口減少への歯止め、若々しいまちの実現には、地域で支えあう子育て環境、暮らしやすい居住環境の実現、地域経済の活性化といった地域の活

力を創生していくことが重要であると認識し、次の３つのプランを今後の施策の柱と位置付け、その課題に向けた施策を展開する。 

● テ ー マ ● 

まち：「安心な住環境」 

 

⇒誰もが、いつまでも、暮らし慣れた地域で安心して健康的に暮らし続けることができる便利で快適なまちづ

くり 

● 視 点 ● 
 

○移動の利便性の確保 

・ＪＲやバスなど公共交通の利便性の確保、向上 

【例】草津線の複線化・甲西駅行き違い整備、デマンドタク

シー 

○快適で暮らしやすい住環境 

・子ども、若者、子育て世代、高齢者、障害のある人誰もが

暮らしやすいまち 

【例】コンパクトシティ化 

○医療・保健の充実 

・高度医療機関と地域の身近な医療機関の連携や在宅医療の

推進など、地域医療体制の充実 

・健康寿命の長寿化 

【例】地域包括支援システムの充実 

○福祉の充実 

・児童、高齢者、障がい者福祉の充実 

・地域の福祉環境の充実 

【例】発達支援システム 

○防災・防犯 

・危機管理体制や地域の防災体制の確立、充実 

【例】消防団や自主防災組織の充実強化 

● 施 策 ア イ デ ア ● 
 

左側の「視点」を参考

に、将来にわたって人

口 規 模 を 維 持 す る た

め、「安心な住環境」の

実現に関して取り組む

べき具体的な施策アイ

デアについてご意見を

よろしくお願いします 

人
口
規
模
を
維
持
す
る
た
め
取
り
組
む
施
策 


